
８
2017　AUG.

No. 313

広報

おおとう



3 2017. ８月号

国
保
制
度
の
改
革
に
向
け

　

平
成
29
年
６
月
29
日
、
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会（
国
保
連
合

会
）の
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
互
選
会
議
の
結
果
、
永
原
譲
二
町
長
が

国
保
連
合
会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

理
事
長
と
い
う
要
職
に
選
任
さ

れ
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引

き
し
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
か
ら
国
民
健
康
保
険

事
業
に
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
国
保
連
合
会
の
円
滑
な
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成
30
年
度

か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
運
営
に
中
心
的
な

役
割
を
担
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
町
村
は
国
保
保
険
者
と
し

て
保
険
料
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
、
資

格
管
理
な
ど
国
保
運
営
に
欠
か
せ

な
い
事
業
を
引
き
続
き
担
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
保
険
者
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
の
展
開
を
は

じ
め
、
基
幹
業
務
で
あ
る
審
査
支
払

業
務
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
に
努
め

●
臨
時
総
会
で
の
就
任
あ

い
さ
つ（
要
約
）

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
保
連
合

会
事
業
の
展
開
に
向
け
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
主
な
目
的
と
役
割

　
国
保
連
合
会
は
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
と
国
保
組

合
を
会
員
と
し
、
共
同
し
て
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
昭
和
24
年
６
月

に
、
全
国
47
都
道
府
県
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
福
岡
県
の
国
保
連
合
会
は

現
在
、
県
内
全
60
市
町
村
を
含
む
63

団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
主

な
役
割
と
し
ま
し
て
は
、
国
民
健
康

保
険
に
か
か
る
診
療
報
酬
の
審
査
や

支
払
い
、
医
療
費
削
減
の
た
め
の
保

健
事
業
、
保
険
者
事
務
の
共
同
処
理

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
決
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
決
算
額
が

１
兆
７
，
７
５
９
億
円
余
、
歳
出
決

算
額
は
１
兆
７
，
７
５
４
億
円
余
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
国

民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主

体
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、「
安
定
的
な
財
政
運
営
」、「
効

率
的
な
事
業
の
確
保
」な
ど
、
国
保

運
営
に
お
い
て
、
制
度
の
安
定
化
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こちら町長室×福岡県国民健康保険団体連合会理事長就任

　

平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
大
雨
災

害
義
援
金
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　
現
在
、
町
で
は
こ
の
災
害

で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援

金
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

■
受
付
場
所　

大
任
町
役
場

１
階
住
民
課（
戸
籍
係
前
）

問
総
務
企
画
財
政
課　

☎
63
・
３
０
０
０

武田良太衆議院議員へ要望書を提出

　７月５日から九州北部を襲った記録的な豪雨により、彦山川柿原堰
せき

右岸側
（梅田区）が 溢

いっすい
水しかかり洪水害の危険が生じたため、堤防沿いにコンテナ

バック土のう積を緊急設置しました。
　これらのことから、７月11日に現地視察に訪れた自民党幹事長特別補佐で
ある武田良太衆議院議員と国土交通省九州地方整備局遠賀川河川事務所長に、
氾濫による洪水害を未然に防ぎ、地域住民を守り安心・安全な生活を確保する
ための要望書を提出しました。要望書の内容については、①柿原堰

せき
を固定堰

せき
か

ら可動堰
せき

へ改修、②堤防に胸壁の設置、③ライブカメラの設置の三点となって
います。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

×

復
興
支
援
活
動

　

７
月
５
日
、
九
州
北
部
地

方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
九
州
北
部
豪
雨
。
近
隣

に
あ
る
添
田
町
で
も
彦
山
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
７
月
末
現
在
も
、
住

居
や
道
路
、
川
な
ど
の
復
旧

作
業
は
続
い
て
お
り
、
現
在

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大

任
町
か
ら
も
数
日
間
、
職
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
添

田
町
の
災
害
現
場
に
訪
れ
、

主
に
住
居
内
の
土
砂
の
除
去

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

添田町災害ボランティア

　７月５日、九州北部を襲った記録的な豪雨により、田川郡添田町が大きな被害を
受けました。今もなお、多くの人がボランティア活動に訪れていて、土砂を運んだり、
溝に溜まった土を除去したりするなど、被災現場の復旧作業に取り組んでいます。

▲被害を受けた線路

助
け
合
い
は
欠
か
せ
な
い

▲復旧作業に取り組む大任町役場職員
▲多くの人が集まった

ボランティア受付センター

▲大任町議会から添田町と東峰村に義援金
総額22万円が手渡されました

▲氾濫直前の彦山川の水位の様子（庄地区） ▲集まった多くのボランティア参加者▲豪雨で草木が倒れ道路を防いだ様子

　
７
月
５
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
に
お
い
て
、
犠
牲
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●
は
じ
め
に

▲永原譲二町長（右）から武田良太衆議院議員（中央）へ要望書が手渡されました

永原譲二町長
福岡県国民健康保険団体

連合会理事長に就任
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　８月26日土27日日の２日間、道の駅で2017夏祭りを開催します。
子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさん。ぜひ、当日
は道の駅おおとう桜街道で夏祭りをお楽しみください。皆さんのご
来場をお待ちしております。
問夏祭り実行委員会（総務企画財政課）
☎ 63・3000（夏祭り）
問大任町教育委員会
☎ 63・3110（盆踊り花火大会）
私たちは、24 時間テレビ 40

「愛は地球を救う」を応援しています。８月26日土・27日日チャリ
ティー募金を受け付けますので、ご協力をお願いいたします。

夏祭りで盆踊り花火大会を開催
※今年の花火の打ち上げは８月26日土 20 時から 
（延期の場合は８月27日日の同時刻から）

※開会・閉会時間に変更はありませんが、各イベントの内容・開始
時間は変更する場合があります。

混雑が予想されます。役場とレインボーホールを臨時駐車場
にしていますので、シャトルバスをご利用ください。

８月 26 日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分の間、下図赤色の区間が
通行止めとなることに加え、対岸の花火打ち上げ場所周辺が終日
通行止めになります。

８月26日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分
■通行止め時間

■通行止め区間

※悪天候のため、花火が打ち上げられないときは
　翌日の同時刻に延期する場合があります。

六本松橋～下今任南交差点

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

２
０
１
７
夏
祭
り

2017 夏祭りイベントスケジュール

10：30 ～ 22：00土８月26日
時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：20 　■開会式

10：30 ～ 11：00 　■ 和太鼓演奏
　伊田保育園、宝保育園の園児による和太鼓演奏

11：10 ～ 12：10 　■キューレンジャー（第１部）　

12：10 ～ 13：10
　■吹奏楽コラボレーションイベント
　大任中学校×陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部の
　コラボレーションイベント

13：20 ～ 13：50
　■イリュージョン
　イリュージョニストとして活躍するジミー菊池による
　イリュージョンマジック

14：00 ～ 14：30 　■猿回し
　大人も子どもも楽しめる猿回し芸

14：40 ～ 15：10 　■田川裕之歌謡ショー
　大任町出身の歌手、田川裕之さんによる歌謡ショー

15：20 ～ 15：40 　■今任太鼓
　今任小学校５・６年生児童による伝統の今任太鼓の演奏

15：50 ～ 16：50 　■キューレンジャー（第２部）　

16：50 ～ 17：20
　■イリュージョン　
　イリュージョニストとして活躍するジミー菊池による
　イリュージョンマジック

17：30 ～ 18：30
　■フラダンスショー
　・アロハ フラ
　・プア・エンゼルプリティ

18：30 ～ 19：50 　■第 38 回盆踊り花火大会
　大任町盆踊り花火大会実行委員会による
　盆踊り＆花火（花火の打ち上げは 20 時から）20：00 ～ 20：30

20：30 ～ 21：00 　■盆踊り再開

21：00 ～ 22：00
　■チャリティーバンドライブ
　・石油とハニービスケット
　・Oっ３ず

時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：30 　■東鷹高校吹奏楽部による演奏
　東鷹高校吹奏楽部による演奏

10：40 ～ 10：50 　■クラシックバレエ
　ファミバレエスクールの子どもたちによるクラシックバレエ

11：00 ～ 11：30 　■それいけ！アンパンマンショー（第１部）
　終了後サイン会

11：40 ～ 12：20
　■大任町おどり愛好会
　「なす かぼ」や「六文銭」などを披露

12：30 ～ 13：40 　■なわとびクイズ大会
　参加型のなわとびクイズ大会

13：50 ～ 14：20
　■それいけ！アンパンマンショー（第２部）
　終了後サイン会

14：30 ～ 14：40
　■七福神
　七福神に扮して踊りを披露

14：40 ～ 17：20
　■チャリティーカラオケ
　夏祭り参加者によるチャリティーカラオケ

17：30 ～ 17：50
　■商工会女性部による歌とダンス
　商工会女性部が歌とダンスを披露

17：50 ～ 18：10 　■田川裕之歌謡ショー
　大任町出身の歌手、田川裕之さんによる歌謡ショー

18：20 ～ 19：00 　■ Non Section
　田川市、飯塚市などで活躍するダンスチーム

19：10 ～ 19：50
　■ TTP-Dance Studio
　地元で活躍中のストリートダンス教室
　HIPHOP を中心にダンスを披露

イベント終了後 　■閉会式・わくわく抽選会
　豪華景品が当たるかも！？ドキドキわくわく抽選会

10：00 ～ 21：30日８月27日

　

次世代を担う子どものために

大任町出産祝金は、田川地区の中でも手厚い額となっています
　　　　　　第１子　　　   50,000円
　　　　　　第２子　　      70,000円 
　　　　　　第３子　　    200,000円(100,000円×２年）

　　　　　　第４子以降　 500,000円(100,000円×５年）

　 ※第１子、第２子などの決定は戸籍法に基づきます
※第３子、第４子以降については分割支給になります
※生活保護受給世帯については別の支給方法となります
※祝金受給後、下記の支給要件に一つでも該当しなくなったときは、祝金を返還していただきます

■申し込み・お問い合わせ　住民課 戸籍係　☎63・3003

⑥印鑑

支給要件
　平成29年４月１日以降に出産した人（平成29年３月31日以前の出
産は対象外）で、出生児、養育者ともに次のいずれにも該当する人
⑴ 出産の日に大任町に住民登録している人
⑵ 出産の日から継続して１年以上大任町に居住しようとする人
⑶ 町税などの滞納がない人（世帯員すべて）

申請方法

　出産の日から６ヶ月以内に、出産祝金支給申請書に下記の関係書
類を添えて、住民課戸籍係窓口に提出してください。
　申請書類は住民課戸籍係窓口に備えています。
●申請に必要なもの
①住民票謄本
②戸籍謄本
③同意書
④誓約書
⑤大任町で居住している根拠となる領収書など

（終了予定）

※都合により変更となる場合があります

2017. ８月号 4
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場

大
任
町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会

　７月16日、大任町民グラウンドで大任町子ど
も育成連絡協議会主催による子ども会球技大会
が行われました。大会には、道善・上今任・峰・
柿原の子ども会から45人が参加。７つのチーム
に分かれてグランドゴルフを体験しました。
　競技の結果、優勝を果たしたのは道善Ａチーム。
子どもたちからは笑顔が溢れていました。

▼狙ったホールポストを目指し、ボールを打つ子どもたち

町
の
特
産
品
し
じ
み
に
触
れ
合
う

今
任
小
３
年
生
が
し
じ
み
の
養
殖
場
を
見
学

　６月22日、大任町を知る授業の一環として、
今任小学校３年生６人がしじみの養殖場を見学し
ました。養殖場では、役場職員が児童たちにしじ
みの養殖に必要な施設のしくみやしじみの特徴、
種類などについて詳しく説明。養殖場を見学した
児童たちは、しじみの特徴をスケッチしたり、重
要な説明箇所のメモをとったりしていました。

▼しじみの特徴や種類などの説明に興味深々な児童たち

成
光
チ
ー
ム
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
郡
民
体
育
大
会

　６月25日、金田ドームで行われたゲートボー
ル郡民体育大会に、大任町から成光チーム、灰ノ
木チーム、島台チームの３チームが参加しました。
大会に参加したチームは、日ごろの練習の成果を
大いに発揮。真剣な勝負が３コートで繰り広げら
れました。そして、激戦を勝ち抜いたのは、成光
チーム。見事第３位を勝ち取りました。

▼思いを込め、勝負どころの一打を打つ参加者

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

■とき　９月10日日　受付 ８時30分　開会 ９時30分
■ところ　レインボーホール 問住民課 福祉係　☎63・3004

爆笑劇団！「いろは座」
時間を忘れるほどのおもしろさ！ 全国各地で人気の一座

（抱腹絶倒の60分）

人
々
が
力
を
合
わ
せ
築
く
明
る
い
社
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実
施

　７月13日、大任町から13人の保護司やその関
係者が、社会を明るくする運動の一環で、道の駅
おおとう桜街道や役場庁舎などで街頭広報活動
を行いました。この運動は、すべての国民が犯罪
の防止や罪を犯した人たちの更正について理解を
深め、犯罪や非行のない明るい社会を築くことを
目的に全国で行われています。

▼街頭広報活動を行った大任町と添田町の参加者 未
来
あ
る
人
材
育
成
の
力
に
な
る

国
家
公
務
員
地
方
自
治
体
実
施
研
修

　６月19日から23日までの５日間、３人の国家公務
員が地方自治体実施研修のため、大任町を訪れました。
この研修は、地方自治体における実体験を通し、国家
や行政のあり方に関する基礎的素養の付与や今後の課
題などについて学ぶことを目的としています。
　研修に訪れた松岡さんは「事業において町民と職員
の距離が近いことに感心を抱きました」と話しました。

▼大任町で５日間の研修を行った３人の国家公務員

し
じ
み
が
川
の
浄
化
に
役
立
つ

し
じ
み
を
彦
山
川
に
放
流

　６月26日、彦山川河川敷の水辺公園でしじみ
の放流が行われ、大任小学校と今任小学校の３年
生、約40人が参加しました。しじみは１個でコッ
プ１杯分の水をきれいにするとして、児童に自然
の大切さを学んでもらうために、昭和61年から
毎年行われています。児童たちは、商工会が準備
した稚貝を次々と川に放流しました。

▼川の浄化を願い、手のひらにのせたしじみを大切に放流

番場 良平さん
（国土交通省）

大坪 彩子さん
（文部科学省）

松岡 裕人さん
（警察庁）

▲優勝した道善Aチーム
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　平成29年５月25日、明治神宮会館で開催された平成29年度全国赤十字大
会において、社業の振興に顕著な功労があったと認められる社業功労者特別
表彰を授与されました。
　この表彰は福岡県内の82地区・分区において、過去10年間の活動資金募
集目標の達成率平均が上位６地区である地区・分区に授与されるものです。
　町民の皆様の協力により達成することができました。今後とも、日本赤十字
社の活動資金の協力をよろしくお願いします。
問住民課 福祉係　☎63・3004

　全国赤十字大会で大任町分区が社業功労者特別表彰を授与されました

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
ま
た
、

心
理
や
経
済
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野

の
科
目
を
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
試
験
は
な
く
、

15
歳
以
上
が
対
象
で
す
。

■
受
付
期
間　

９
月
20
日
㈬
ま
で

※
入
学
相
談
を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　６月 25 日、町長室で宇佐見利憲さん（上今
任）に大任町監査委員の委嘱状が手渡されま
した。
　監査委員は、町の財務に関する事務の執行
や経営に係る事業の管理などについて、公正
不偏の態度で監査を行う独立した執行機関と
なっています。任期は４年間です。
問総務企画財政課 総務係　☎ 63・3000

　町の監査委員に宇佐見利憲さんが再任

▲永原譲二町長（右）から辞令を受け取った宇佐見利憲さん（左）

■
と
き　

８
月
８
日
㈫　
17
時
～
21
時

■
と
こ
ろ　

飯
塚
駐
屯
地

■
内
容　

駐
屯
地
音
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

総
踊
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
打
ち
上

げ
花
火

問
陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地

☎
０
９
４
８
・
22
・
７
６
５
１

飯
塚
駐
屯
地
夏
祭
り
を
開
催

　

沖
縄
の
伝
統
楽
器
三
線
を
弾
い
て
沖

縄
の
歌
や
日
本
の
歌
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
一・
第
三
土
曜
日　
14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

※
資
料
代
な
ど
が
必
要
で
す

問
大
任
町
公
民
館
三
線
教
室（
大
森
）

沖
縄
三
線
教
室
受
講
生
を
募
集

☎
０
９
０
・
５
４
８
９
・
２
７
２
０

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出
さ

れ
る
人
を
対
象
に
、
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
よ
る
出

張
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
相
談
に
は
、

事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
と
き　

８
月
21
日
㈪　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場（
２
階
第
２
研

修
室
）

■
相
談
内
容　

就
業
相
談
、
養
育
費
相

談
な
ど

問
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚

ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

ひ
と
り
親
家
庭
出
張
相
談
会

　

平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全
国
の

登
記
所（
法
務
局
）に
お
い
て
、
法
定
相

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が
開
始

続
情
報
証
明
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
管
轄
登
記
所
に
戸
除

籍
謄
本
と
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
提

出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
登
記
官
か
ら
一
覧

図
の
写
し
を
証
明
書
と
し
て
受
け
取
り
、

そ
の
証
明
書
を
相
続
登
記
を
始
め
と
し

た
各
種
相
続
手
続
き
先
に
提
出
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
戸
除
籍
謄
本
の
束
を
何

度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
る
と
い

う
も
の
で
す
。

※
申
し
出（
ま
た
は
代
理
）で
き
る
者
、
管

轄
登
記
所
、
添
付
書
類
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す

※
申
し
出
の
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

問
福
岡
法
務
局
田
川
支
局

☎
44
・
１
４
２
６

■
と
き　

９
月
８
日
㈮　
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

糸
田
町
文
化
会
館（
糸
田
町
）

■
内
容　

▼
講
演　

救
急
・
災
害
医
療
講
演
会

▼
そ
の
他　

田
川
医
師
会
、
田
川
地
区

消
防
署
職
員
に
よ
る「
救
急
蘇
生
法
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
講
習
」な
ど

問
田
川
保
健
福
祉
事
務
所

☎
42
・
９
３
１
３

田
川
地
区
救
急
の
日
の
つ
ど
い
２
０
１
７

今任町民会館・島台隣保館教室

　今任町民館、島台隣保館講座では、各
種教室の受講生を随時募集しています。
※習字教室・珠算教室については、対象が
小学１年生～中学３年生になります
※大任町民に限ります
問今任町民会館　☎ 63・2506
　 島台隣保館　☎ 63・2243

教室名 講師（敬称略） 日にち 時   間

今
任
町
民
会
館

手芸 白水 長江 毎月 第2・4 月 10時～ 12時

茶道 鈴木 隆幸 毎月 第2・4 水  9時～ 11時

着付教室 野相 保津美 毎月 第2・4 水 11時～ 12時30分

生花 松本 澄枝 毎月 第2・4 水 13時～ 14時

健康ダンス 野相 保津美 毎月 第2・4 水 13時～ 15時

民踊 山本 弥生 月３回  月 13時～ 15時30分

習字 鈴木 正子 毎週 火 17時30分～ 19時

珠算 中野 君江 毎週 水・金 17時～ 18時30分

島
台
隣
保
館

健康体操 菅 深雪 毎週 月 10時～ 12時
民踊 山本 弥生 月３回  金 13時～ 15時30分
珠算 中野 君江 毎週 月・火 17時～ 18時30分
習字 原 三香 毎週  木 17時～ 18時30分

　

町
内
の
小
中
学
校
へ
通
う
子
ど
も
が

居
る
世
帯
を
対
象
に
、
生
活
保
護
に
準

じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
を

助
成
し
ま
す
。

■
必
要
な
も
の　

世
帯
全
員
の
住
民
票

と
所
得
証
明
書
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
、
身
分
証
明
書（
運
転
免
許

証
な
ど
）

▼
顔
写
真
付
き
で
な
い
も
の
は
、
２
点
以

上
必
要

▼
申
請
受
付
月
の
翌
月
か
ら
支
給

▼
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
転
入
前
に
住
ん
で
い
た
住
所

で
所
得
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い

▼
大
任
町
以
外
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

は
、
住
民
票
の
あ
る
自
治
体
で
世
帯
全

員
の
住
民
票
と
所
得
証
明
書
を
取
得
し

て
く
だ
さ
い

問
教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
63
・
３
１
１
０

就
学
援
助
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
本
人
の
申
請
手
続

き
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」、

「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ
り

ま
す
。

　

申
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、
大
任
町

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す

　

平
成
29
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は

平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

平
成
29
年
７
月
分
か
ら
平
成
30
年
６
月

分
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
審
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期

間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日

か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
申
請
を
忘
れ
て
い
て
未
納
期

間
を
有
し
て
い
る
人
は
、
一
度
大
任
町
役

場
住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
住
民
課 

国
保
年
金
係

☎
63
・
３
０
０
４

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免

除
・一
部
免
除
・
法
定
免
除
）や
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
人
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増

額
す
る
た
め
に
、
免
除
な
ど
こ
れ
ら
の
期

間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て
３
年
目

以
降
の
追
納
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
に
は
次
の
二
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付

す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

●「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」が「
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」よ
り
先

に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど

ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選

択
で
き
ま
す
。
※
追
納
の
申
込
み
・
相
談

を
さ
れ
る
人
は
、
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
。

問
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付

猶
予
期
間
の
あ
る
人
へ
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No.56

●作品名　「三段表装」
（大任町文化連盟表装教室から選出）
●作者　山本 政雄 さん

●コメント
「先生の指導のおかげで自分で作りた
かった作品が作れるようになりました。
今後も少しでも良い作品が作れるように
頑張っていきます」

紫む
ら
さ
き 
野の

●種　属　ロビビア属
●原産地　南アメリカ
●特　徴　南アメリカのアンデス山脈のやや高地に
自生している原種です。成長が遅く種子を蒔いてか
ら開花まで６年を費やしました。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

Information
　池本敏春さんが自衛官募集相談員に再委嘱
　６月26日、自衛官募集
相談員委嘱式が行われまし
た。浦野幸治副町長が、相
談員の池本敏春さん（池本）
へ委嘱状を交付しました。
任期は７月１日から２年間。
問自衛隊飯塚地域事務所　
☎0948・22・4847

衛生業務のお知らせ
衛生業務のお盆休みにご注意ください

◉ゴミ収集
　ゴミの収集業務および、東部じん芥処
理センターは通常通り業務を行います。
　じん芥処理センターには、各町村からゴ
ミが１日約 35トン持ち込まれていますが、
可燃ごみと不燃ごみの分
別が不十分な状態が多く
なっています。機械の故
障につながりますので、
しっかりとした分別にご
協力をお願いします。
問住民課 衛生係　☎ 63・3003

◉し尿くみ取り
　８月 13 日日から 16 日水まではお盆休
みとなります。５日土・11日金㈷・12日土・
19 日土は終日受け入れします。
　なお、４日金までに申し込めば、お盆前
までにくみ取りを行います。通常業務の再
開は８月17 日木からとなっています。
問桑野衛生　☎ 63・3217
　松村産業　☎ 63・3650

◉田川地区斎場
　８月15 日火はお休みします。
問田川地区斎場　☎ 42・8002

◉田川地区急患センター
　お盆期間の救急診療は次のとおりです。
■診療日時 ８月13日日・14日月・15日火
■診察科目 内科・小児科・外科
■診察時間
●９時～ 17 時 （内科・小児科）
●18 時～ 23 時 （内科・小児科）
●９時～ 17 時 （外科）
※救急時のみ利用してください。その際は
保険証を忘れずに持参してください
■ところ　田川地区急患センター（田川市
伊田町 2735 ｰ 11)〈石炭記念公園内〉
問田川地区急患センター　☎ 45・7199

▲再委嘱を受けた池本敏春さん（右から２番目）

■
と
き　

10
月
15
日
㈰　
８
時
30
分
か
ら
受
付

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防

本
部（
田
川
市
）

※
会
場
に
は
駐

車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
公
共

交
通
機
関
を
利

用
く
だ
さ
い

■
受
験
資
格　

平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

■
受
付
期
限　

８
月
14
日
㈪
か
ら
９
月

１
日
㈮
ま
で（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

■
必
要
書
類　

受
験
申
込
書
、
健
康
診

断
書
、
返
信
用
封
筒
、
受
験
票（
郵
送
受

付
不
可
）

問
田
川
地
区
消
防
本
部 

総
務
課 

総
務
係

田
川
地
区
消
防
採
用
試
験

☎
44
・
０
６
５
１

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準

日
）に
お
い
て「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
の
一
人
に
支
給
。

1
弔
慰
金
の
受
給
権
者

2
戦
没
者
な
ど
の
子

3
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
な
ど

※
要
件
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

■
支
給
内
容　

25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

■
請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
住
民
課 

福
祉
係　
☎
63
・
３
０
０
４

特
別
弔
慰
金
の
受
付
は
お
済
み
で
す
か

70歳以上の人の高額療養費の上限額が変更になります
（平成29年８月から）

　医療費が高額になり、同じ月内で支払った額が上限額
を超えた場合、上限額を超えて支払った金額が国保から
払い戻される制度を「高額療養費制度」といいます。
　平成29年８月から70歳以上の人の上限額が、段階的
に引き上げられることになりました。

問住民課 国保年金係　☎ 63・3004

※注１ 世帯の収入合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合も含む
※注２ 年間上限額は、８月から翌年７月までの累計額に対して適用されます
※注３ 多数回該当は、過去12カ月間に４回以上該当した場合の４回目以降の限度額です

※平成30年８月より再変更があります

所得区分
外来の上限額
（個人ごと）

外来＋入院の上限額
( 世帯ごと）

現役並み所得
（課税所得145 万円以上）

44,400 円
→ 57,600 円　 

80,100 円＋
（医療費-267,000 円）×１％

〈多数回該当：44,400 円〉
※注３

一般
（課税所得145 万円未満）

※注１

12,000 円
→ 14,000 円　 

〈年間上限額 144,000 円〉※注２

44,400 円
→ 57,600 円　

〈多数回該当：44,400 円〉※注３

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 15,000 円

平成29年８月～平成30年７月まで

　

ヒ
ア
リ
は
、
強
い
毒
を
持
っ
て
お
り
、

刺
さ
れ
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ

し
、
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
福
岡
県
内
で
は
発

見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
に
お
け
る

港
湾
や
空
港
か
ら
ヒ
ア
リ
が
侵
入
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ア
リ
に
似
た
ア

リ
が
い
た
場
合
は
、
絶
対
に
素
手
で
触

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ヒ
ア
リ
の
特
徴　

①
体
は
赤
茶
色
の

小
型
ア
リ 

②
腹
部
は
黒
っ
ぽ
い
赤
色 

③
お
尻
に
は
毒
針 

④
大
き
さ
は
最
大
で

６
㎜
ほ
ど

■
ヒ
ア
リ
の
生
態　

1
草
地
な
ど
比
較

的
開
け
た
環
境
を
好
む 

2
樹
液
、
花
蜜

な
ど
を
餌
と
す
る 

3
土
で
直
径
25
㎝
か

ら
60
㎝
、
高
さ
15
㎝
の
ド
ー
ム
状
の
ア

リ
塚
を
作
る

問
住
民
課 

衛
生
係　
☎
63
・
３
０
０
３

ヒ
ア
リ
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

合格発表

１次
９月 29 日金

試験日にお知
らせします。

１次
10 月10 日火

試験期日

９月16 日土

　　17 日日

９月16 日土
口述・身体検査
は受付時にお知

らせします。

９月18 日月

受付期間

９月８日金まで

資格

18 歳 以 上 27
歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

募集項目

一般曹候補生

自衛官候補生
（３・４月男子）

自衛官候補生
（３・４月女子）

航空学生
（男女）

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部　

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

国保からのお知らせ

自
衛
官
採
用
試
験
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　宝くじ売り場ではロト６、７をはじめスクラッチ、ジャ
ンボ宝くじなどさまざまな宝くじを販売しています。また、
当売り場では多くの当たりが出ていて、種類も年々増え
ている傾向にあるので、ますますお楽しみいただけると
思います。ご不明なところがございましたら、気軽にお
声かけください。皆様に幸運が訪れることをお祈りして
います。

丸山 千秋さん
道の駅おおとう桜街道従業員

町と地域をつなぐ糸

　「軽食みほ」は一番のオススメである「サバ弁当」を筆頭
に「焼きめし弁当」、「唐揚げ弁当」など計５種類のお弁当
を道の駅のオープン当時から出品しています。また、栄
養を考え旬の自家製野菜を使用し、家庭料理をすべて手
作りでお弁当に取り入れているところが当店のこだわり
です。これからも、お客さんに美味しいと思って食べて
もらえるよう、４人で力を合わせ頑張っていきます。

食材にこだわった
お弁当は絶品ですよ

黄金のカエルは幸運を引

き寄せるといううわさも

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

問道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

８月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

30 31 １ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 １ ２

●おやすみ、はたらくくるまたち 　   　  福本 友美子  　  訳         

CD
●All Time Best 2014  　　 　　 　　        長渕 剛　 　　
●あいたい　　　　　　 　　　　　　　   林部 智史      　
●ビーバー・イズ・バック　     ジャスティン・ビーバー       　    
ＤＶＤ
●海街 diary              　　　　　　    是枝 裕和   監督

一般書
● 夜の谷を行く   　　　　　　　　　 桐野 夏生    著
● 九州びいき 　　　　　　　　　　　 田端 慶子    著
●ナチュラルガーデニング 　　　　　　  鈴木   昌子      発

●最後のゲーム 　　　　　　　　　ホリー・ ブラック      著
児童書
●みんなわくわく水族館  　　　　　　     松橋 利光   　写

　７月12日、平成29年度１学期のおおとう未来広場が無事、
閉講式を迎えました。今年度も地域の皆さんの協力を得て、
見守りボランティアとして参加していただき、水彩画で果
物や野菜を描いたり、菜園でサツマイモの苗を植えたりし
ました。「おおとう未来広場」は地域の皆さんによって支え
られています。本当にありがとうございます。
　２学期も毎週水曜日の放課後、公民館でさまざまな体験
活動を実施していく予定です。より多くの体験をさせたい
と考えていますので『遊びの教師』になっていただける方は
ぜひ、大任町の子どもたちのために協力をお願いします。
問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

平成 29 年度１学期「おおとう未来広場」が閉講

教 育 信通 教 会員育 委

vol .109 

▼学力向上、社会性、卒業後の進路づくりを徹底し取り組んでいきます

生徒に寄り添う学校を築く
　「生徒に寄り添い、希望する道へと導ける大任中学校を
目指しています」と話してくれたのは、安藤志保美さん。
大任中学校で４年間教諭・２年間教頭先生を務め、本年度
から大任中学校の校長先生を務めています。
　安藤校長先生が目指す教育方針についてたずねると「町
内３校の共通目標である自立・協働・創造です。この三つを
実現するべく、本校では本年度から学期ごとにテーマを掲
げて学校生活に取り組んでいます。一学期のテーマは『心
のなかの石炭（いし）を燃やせ！』となっていて、このテーマ
には、心の奥にある情熱、やる気、一生懸命さを学校生活
すべてにおいて発揮させてほしいという願いをこめていま
す」と答えてくれました。
　安藤校長先生自身が心がけて取り組んでいることについ
てたずねると「一番は学校環境の整備ですね。生徒たちが
勉学や部活動に励みやすく、生徒一人ひとりに寄り添う学
校づくりを心がけていて、その他にも、若い先生たちのサ
ポート、小中学校の連携などにも取り組んでいます」と力
強く話してくれました。
　そして最後に地域の方・保護者の皆さんに向け「日ごろ
から本校の教育に手厚い支援をいただき感謝しています。
生徒たちも３年生を筆頭に行事や学年での交流活動に懸命
に取り組んでくれていて、校内はとても明るい環境になっ
ています。今後も、職員一丸となって尽力していきますの
でご理解とご協力をお願いします」と語ってくれました。

安
あ ん

藤
ど う

 志
し

保
ほ

美
み

さん （大任中学校校長）

クローズ・アップ

−大任中学校校長− vol .130

　９月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真
を募集します。次回の締め切りは８月10日木です。
問総務企画財政課 広報係
☎63-3000

ち ゃ ん ２歳
Ｈ27年８月９日生まれ

成光・女の子

三保一弘さん
三保かつえさん
松本やよいさん
油布景子さん

写真右から

く ん ２歳
Ｈ27年８月27日生まれ

島台・男の子

く ん １歳
Ｈ28年８月３日生まれ

上今任・男の子

問軽食みほ　☎63・3392

く ん １歳
Ｈ28年８月16日生まれ

成光団地・男の子

2017. ８月号 12
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   ８件 （58 件）
●人身事故   ２件 （14 件）
●死亡者数   ０件 （０ 件）
●負傷者数   ２件 （27 件）

（　）内は平成 29 年の累計

交通事故発生状況（６月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（６月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ８月行事予定表 葉月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 31 １ ２ ３ ４ ５
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
( 人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

町内３校出校日

６ ７ ８ ９ 10 11 山の日 12
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

13 14 15 16 17 18 19
心配ごと相談

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室 、要予約】 

+
障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

20 21 22 23 24 25 26
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

母子相談
(２ヵ月児対象者個
別通知)

【 集 会 室 13 時 30 分
〜 14時30分】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

道の駅おおとう桜街道
2017夏祭り

※詳細は５ページ

27 28 29 30 31 1 2
道の駅おおとう桜街道

2017夏祭り
※詳細は５ページ

ロコモ若返り
教室

【 集 会 室 13 時 30 分
〜 15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●第12回福智町 水と灯火の夕べ

■とき　８月26日土　19時～ 21時　
■ところ　彦山川・中元寺川合流点河川敷（福智町）
■内容　花火は20時30分開始。800発の花火が夜
空を彩ります。
問福智町役場 総務課　☎22・0555

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●そえだ花火大会

■とき　８月５日土 ステージイベント19時～、花火
20時～
※雨天の場合は６日日花火のみ

■ところ　そえだサン・スポーツランド（添田町）
■花火の発数　5,000発
■その他　周辺交通規制あり
問添田町役場 まちづくり課　☎82・1236

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）

●ふるさと香春夏まつり盆踊り大会

■とき　８月15日火　18時30分～ 21時15分
※雨天時は16日水に順延（16日雨天時は中止）

■ところ　香春町役場前広場（香春町）
■駐車場　香春小学校・ＪＲ香春駅駐車場
■内容　今年の夏まつりは仮装大会と1,000本の竹
灯篭が香春の夜を賑わせます。
問香春町観光協会　☎85・8035

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 29 年６月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,708 人  （＋３）    743 人（＋２） 2,451 人（＋５）
女 1,698 人  （＋１） 1,112 人（－３） 2,810 人（－２）
計 3,406 人（＋４） 1,855 人（－１） 5,261 人（＋３）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,521 世帯（ー３）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
道
の
駅
お
お
と
う
桜

街
道
の
隣
に
あ
る
、
花
公
園
に
咲
い
た
ひ

ま
わ
り
の
様
子
で
す
。
花
公
園
の
ひ
ま
わ

り
は
、
約
50
万
本
、
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前

９
時
～
17
時（
雨
天
時
閉
鎖
）ま
で
は
高
さ

約
５
ｍ
の
レ
イ
ン
ボ
ー
展
望
台
か
ら
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
８
月
初
旬

ま
で
が
見
ご
ろ
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
小
倉
で
人
生
初
の
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
２
日
目
と
い
う
こ
と

で
人
も
多
く
、
ま
た
扇
風
機
の
み
の
会

場
と
い
う
こ
と
で
私
の
発
汗
メ
ー
タ
ー

は
マ
ッ
ク
ス
。
で
す
が
、
と
に
か
く
肉

の
厚
み
と
味
が
抜
群
で
、
大
好
き
な
カ

シ
ス
オ
レ
ン
ジ
を
10
杯
飲
み
ほ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、２
件
の
お
店
に
立
ち
寄
り
、

楽
し
い
休
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。（
勇
輝
）

固定資産税・町県民税　第２期納期限
８月31日木

　

　

　

　　　　 　

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
　第２期納期限　８月31日木

８月３日木～８月５日土
大任町通学合宿

（自然の森キャンプ場など）
14時集合、９時30分解散

８月１日火～８月31日木
（特別）児童扶養手当現況届

受付開始

26日土
盆踊り花火大会

（道の駅おおとう桜街道）
18時～ 20時30分

花火打上は20時から

８月１日火～８月３日木
大任中学校２年生職場体験

８月28日月～８月31日木
町内３校夏期授業（出校日）

▼
お
知
ら
せ

▼
今
回
の
広
報
お
お
と
う
８
月
号
は
、
紙

面
の
都
合
上
、
い
き
い
き
国
保
、
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
お

お
と
う
史
学
が
お
休
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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会
長
に
苅
田
町
議
会
議
長
、
坂
本
東

二
郎
氏
、
副
会
長
に
大
木
町
、
新
宮

町
、
小
竹
町
議
会
議
長
、
監
事
に
東

峰
村
、
桂
川
町
、
大
刀
洗
町
、
添
田

町
議
会
議
長
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
６
月
６
日「
主
要
地
方
道
田
川
直

方
線
延
伸
整
備
促
進
期
成
会
及
び

田
川
地
域
国
道
整
備
促
進
期
成
会
」

出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
主
要
地
方
道
田
川

直
方
線
の
延
伸
整
備
の
促
進
並
び
に

国
道
２
０
１
号
・
３
２
２
号
バ
イ
パ

ス
建
設
促
進
に
つ
い
て
、
福
岡
県
土

整
備
部
並
び
に
九
州
地
方
整
備
局
へ

の
要
望
事
項
で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
６
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報

告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

６
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
７
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
26
号

おおとう
　　議会報告

2017

６
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 29 年６月定例会が６月８日から
14 日までの７日間の日程で開会されま
したので、その審議内容と結果をご報告
いたします。

 ( ８日 ) の審議経過

記

　６月　８日　議会本会議 （出席者 11名、欠席者０名）
　　　　　    （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　６月　８日　総務常任委員会（専決処分の承認を求めることについて）（専決第３号 平成大任町
　　　　　　  税条例の一部を改正する条例について等の審査）
　６月　９日　地域振興常任委員会（大任町出産祝金支給に関する条例の制定について等の審査）
　６月　14 日  議会本会議 （出席者 11名、欠席者０名）  
　　　　　    （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員

に
は
５
番
、
佐
々
木
次
男
君
及
び
６

番
、次
谷
隆
澄
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
６
月
８
日
か

ら
14
日
ま
で
の
７
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
陳

情
書
が
１
件
あ
り
ま
す
が
、
議
会
運

営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
各
議
員

に
配
布
す
る
こ
と
に
と
ど
め
ま
し
た
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
３
月
22
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
本
町
に
建
設
予
定

の
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
の

現
地
視
察
を
実
施
し
、
田
川
郡
東
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
長
で
あ
る
、
永

原
大
任
町
長（
田
川
郡
町
村
会
長
）

と
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
と
の
懇

談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
４
月
６
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
会
長
の
辞
職
願
の
受
理
に
つ

い
て
、
外
１
件
の
協
議
事
項
を
協
議

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

○
５
月
15
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
会
長
の
辞
職
に
よ
り
、
本
会

規
約
の
基
づ
き
役
員
の
選
任
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
本
会
会
長
に
添
田

町
議
会
議
長
、
田
中
正
氏
、
副
会
長

に
大
任
町
議
会
議
長
、
米
丸
年
一
氏
、

監
事
に
糸
田
町
議
会
議
長
、
井
出
元

正
人
氏
、
香
春
町
議
会
議
長
、
水
上

信
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

11
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

○
５
月
24
日「
主
要
地
方
道
田
川
直

方
線
延
伸
整
備
促
進
期
成
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
、
平
成
29
年
度
役
員
の
選
任
、

平
成
29
年
度
事
業
計
画
並
び
に
要
望

書
の
承
認
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

○
同
じ
く
５
月
24
日「
田
川
地
域
国

道
整
備
促
進
期
成
会
役
員
会
、総
会
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
本
役
員
の
選
任
、

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並
び
に
歳
入

歳
出
決
算
の
承
認
。
平
成
29
年
度
事

業
計
画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
の
承

米丸年一 議長 毛利英文 副議長

佐々木次男 議員

松下太 議員 宮本孝一 議員

田中良幸 議員永原髙文 議員

丹村咲男 議員

坂本年行 議員 次谷隆澄 議員

奥永明正 議員

認
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
25
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
１
回
理
事
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、専
決
処
分
の
承
認
、

本
役
員
候
補
者
の
選
出
に
つ
い
て
、

外
３
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

○
５
月
26
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設

促
進
期
成
会
定
期
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
。
平

成
29
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計
画
並

び
に
予
算
の
容
認
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
同
じ
く
５
月
26
日「
田
川
広
域
観

光
協
会
第
１
回
理
事
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
承
認
。
平
成
29
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承

認
。
一
時
借
入
金
最
高
限
度
額
、
借

入
金
融
機
関
の
承
認
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
31
日「
全
国
町
村
議
会
議
長・

副
議
長
研
修
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は「
こ
れ
か
ら
の
町
村

議
会
を
考
え
る
」と
題
し
て
、
地
方

自
治
総
合
研
究
所
、
主
任
研
究
員
、

今
井
照
氏
を
講
師
に「
大
地
震
に
お

け
る
自
治
体
と
議
会
の
使
命
」、
新

潟
県
立
大
学
国
際
地
域
学
部
、
准

教
授
よ
り「
議
長
・
副
議
長
の
あ
り

方
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
、
北
海
道
浦
幌
町
、
京
都
付
精

華
町
議
会
議
長
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
、
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

○
６
月
２
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
臨
時
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
役
員
の
改
正
で
、

「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
３
号
大
任
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）」か
ら
議
案
第
38
号「
平
成
29

年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
」ま
で
の
13
議
案
で

あ
り
、
議
案
第
26
号
か
ら
議
案
第
31

号
、
議
案
第
34
号
か
ら
議
案
第
38
号

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委

員
会
へ
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
32
号
、
議
案
第
33

号
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
並
び

に
同
意
第
３
号「
大
任
町
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」か
ら
同
意
第
13
号「
大
任

町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
８
日
の
本
会
議
で

採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

一
般
質
問
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
陳

情
が
一
件
あ
り
ま
し
た
が
、
各
議
員

へ
配
布
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）
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総務常任委員会
８日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

○
３
月
22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
第
１
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、議
案
第
１
号「
福

岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及
び
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、全
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
２
号　
「
平
成
28
年
度
福

岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
」

　

そ
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
百
25
万
３
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

18
億
３
千
２
百
70
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
組
合

債
の
減
額
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
３
号　
「
平
成
29
年
度
福

岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
」

　

そ
の
内
容
は
、
本
消
防
組
合
規
約

第
８
条
第
３
項
第
２
号
に
基
づ
く
第

２
号
副
管
理
者
の
任
期
が
平
成
29
年

３
月
31
日
で
満
了
す
る
の
で
、
犬
丸

瑞
穂
氏
を
再
度
選
任
す
る
も
の
で
あ

り
、原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
度
第
２
回
福
岡
県
田
川
地

区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て

御
報
告
致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
管
理
者
の
互
選

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
管
理
者

の
互
選
が
行
わ
れ
、
永
原
大
任
町
長

が
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
次
谷
隆
澄
）

○
３
月
22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
第
１
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
御
報
告
致

し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
経

過
月
分
の
出
納
検
査
報
告
。
議
案
第

１
号「
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

に
つ
い
て（
田
川
地
区
斎
場
組
合
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）」審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
議
案

第
２
号「
田
川
地
区
斎
場
組
合
基
金

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。
議
案
第
３
号「
平
成
28
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
」歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千
４
百
62
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま

し
た
。
議
案
第
４
号「
平
成
29
年
度

田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
」歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
38
万
円
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
３
月
22
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
平

成
29
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

現
在
本
町
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
、

し
尿
処
理
、
じ
ん
芥
処
理
、
埋
立
処

分
施
設
に
関
し
、
現
在
ま
で
の
経
過

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号

「
平
成
28
年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
補
正
予
算
に
つ
い
て
」

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
84
万
２
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
８
千
３
百
96
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

４
町
村
分
基
金
積
立
金
の
増
額
補
正

で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
第
２
号「
平
成
29
年

度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

予
算
に
つ
い
て
」歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
億
58
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
12
、
日
程
第
15

～
日
程
第
19

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

３
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
出
産
祝
金

支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

大
任
町
障
害
者
審

査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
37
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
38
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
13
～
日
程
第
14

・
議
案
第
32
号
～
議
案
第
33
号　

財

産
の
取
得
に
つ
い
て

日
程
第
20

・
同
意
第
３
号　

大
任
町
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

日
程
第
21
～
日
程
第
30

・
同
意
第
４
号
～
同
意
第
13
号　

大

任
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

３
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
住
民
税
・
優
良
住
宅
長

期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
特
例
適
用

期
間
の
延
長
、
固
定
資
産
税
・
児
童

福
祉
法
に
規
定
す
る
事
業
の
償
却
資

産
課
税
標
準
額
減
額
措
置
、
長
期
優

良
住
宅
の
税
額
の
減
額
措
置
及
び
軽

自
動
車
税
・
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見

直
し
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

文
言
の
変
更
等
は
、

国
、
県
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
。
大
任
町
独
自
の
も
の
は
あ
る
の

で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課　

児
童
福
祉
法

の
改
正
に
伴
い
ま
し
て
、
本
町
の
条

例
も
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
34
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図

る
た
め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
35
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
千
６
百
94
万
４
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

53
億
９
千
６
百
98
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
つ

い
て
、
各
家
庭
へ
の
負
担
金
は
あ
る

の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課　

今
回
事
業
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
各
家
庭
へ
の
負

担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
完

了
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
利
用
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
利
用

す
る
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人

の
負
担
金
は
発
生
し
ま
す
。

○
田
中
委
員　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
跡

地
に
上
屋
根
付
き
多
目
的
運
動
場
が

で
き
て
い
ま
す
が
、
利
用
す
る
際
に

管
理
条
例
等
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
、
利
用
で
き
る
の
は
い
つ
頃
に
な

る
の
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

上
屋
根
付
き
多
目
的

運
動
場
に
つ
い
て
は
、
更
衣
室
等
、

倉
庫
、
外
構
部
分
が
、
ま
だ
未
完
成

で
あ
り
ま
す
。
９
月
の
定
例
議
会
で

上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
松
下
委
員　

小
・
中
学
校
の
卒
業

式
、
運
動
会
等
に
参
加
し
た
場
合
、

来
賓
に
弁
当
が
配
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
予
算
削
減
の
た
め
廃
止
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

現
在
、
来
賓
の
方
に

弁
当
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、

学
校
と
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道　

平
成

28
年
度
決
算
報
告

※
教
育
課　

奨
学
金
給
付
の
申
込
者

数
等
の
報
告

　
以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。
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そ
の
他
に
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
何

か
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
保
育
料
の

減
免
な
ど
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

ご
存
知
の
よ
う

に
、
大
任
町
の
人
口
を
増
や
す
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
子
育
て
支
援
、

子
育
て
世
帯
の
支
援
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
町
営
住
宅
を
建
設
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
保
育
料
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
町
は
助
成
し
て
お

り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

次
に
、
教
育
長
に
お

訪
ね
で
す
が
、
大
行
事
方
面
か
ら
の

通
学
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
小
田
教
育
長　

バ
ス
の
方
は
、
そ

の
後
、
一
年
か
け
て
対
応
し
ま
し
て
、

課
長
よ
り
説
明
い
た
し
ま
す
。

○
教
育
課
長　

土
木
事
務
所
、
国
土

地域振興常任委員会
９日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

審
査
内
容

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
出
産
祝
金

支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
本
町
に
お
け
る
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
出
産
を
奨
励
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
併
せ
て
そ
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

結
婚
を
し
て
い
な
い

人
が
出
産
し
て
も
祝
金
を
支
給
す
る

の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

基
本
的
に
は
戸
籍
に

登
録
さ
れ
た
出
生
児
の
養
育
者
は
該

当
し
、戸
籍
法
に
基
づ
い
て
第
１
子
、

第
２
子
と
い
う
よ
う
な
考
え
で
す
。

○
米
丸
議
長　

結
婚
し
て
い
な
い

人
、
内
縁
関
係
の
方
が
、
出
産
し
て

も
祝
金
を
支
給
す
る
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

内
縁
関
係
、
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
も
該
当
し
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

５
条
の
受
給
資
格
の

消
滅
に
配
偶
者
が
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
と
き
と
な
っ
て
い
る
の
で
支

給
で
き
な
い
の
で
は
。

○
永
原
町
長　

そ
の
配
偶
者
と
い
う

の
は
、
申
請
人
が
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
場
合
、
申
請
人
に
配
偶
者
は
い
な

い
の
で
、
申
請
人
が
滞
納
し
て
い
な

け
れ
ば
支
給
で
き
ま
す
。
子
育
て
支

援
対
策
で
、
そ
の
資
格
が
あ
れ
ば
出

産
し
た
人
に
祝
金
を
支
給
致
し
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

そ
こ
の
と
こ
ろ
の
規

制
等
は
な
い
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

町
も
想
定
し
た
中
で
、
今
後
規
則
の

方
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

○
奧
永
委
員　

祝
金
は
、
一
括
で
支

払
う
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

支
給
額
20
万
円
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
分
割
で
支
給
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
奧
永
委
員　

申
請
時
に
き
ち
ん
と

説
明
し
て
下
さ
い
。

○
浦
野
副
町
長　

条
例
の
受
給
資
格

消
滅
の
配
偶
者
関
係
の
文
言
に
つ
い

て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
内
縁
関
係
等

に
あ
る
と
民
生
委
員
、
行
政
区
長
が

認
め
た
場
合
、夫
婦
と
み
な
す
の
で
、

条
例
の
第
５
条
第
２
号
の「
配
偶
者

が
」を「
配
偶
者
等
が
」に
変
更
し
た

方
が
、
色
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
文
言
の
変
更
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

基
本
的
に
出
産
し
た

ら
祝
金
を
支
給
す
る
の
だ
か
ら
、
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

対
し
て
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が
出
て
く

る
と
思
う
の
で
、
町
と
し
て
の
対
応

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

委
員
長
、
条
例
の

第
５
条
第
２
号
の「
配
偶
者
が
」を

「
配
偶
者
等
が
」に
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
可
否
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
坂
本
委
員
長　

条
例
の
第
５
条
第

２
号
の「
配
偶
者
が
」を「
配
偶
者
等

が
」に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
異
議
な
し
の

声
あ
り
）異
議
な
し
と
認
め
決
定
し

ま
し
た
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
29
号　

大
任
町
障
害
者
審

査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
町
営
住
宅
森
山
団
地

建
て
替
え
に
伴
う
位
置
の
変
更
に
よ

り
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
36
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
91
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
９
億
１
千
９
百
65
万
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
37
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
５
千
５
百
22
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

33
億
２
千
７
百
16
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
38
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支
出

そ
れ
ぞ
れ
５
百
19
万
５
千
円
を
追
加

し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
億
９
千
１
百
94
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
に
つ
き
ま
し
て
、

５
百
19
万
５
千
円
は
営
業
外
収
益
の

追
加
補
正
で
あ
り
ま
す
。
営
業
外
支

出
に
つ
き
ま
し
て
、
５
百
19
万
５
千

円
は
営
業
外
費
用
の
追
加
補
正
で
あ

り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　
内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
○
○
ペ
ー
ジ
を
参
照
願

い
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奥
永
委
員　

先
ほ
ど
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
出
産
祝
金
支
給

は
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

交
通
省
に
要
望
し
ま
し
た
が
、
該
当

箇
所
を
拡
幅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

で
、
路
肩
が
少
し
あ
り
ま
す
の
で
、

舗
装
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
て
、
あ
る
程
度
、
安
全
の
方
は

確
保
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

横
断
す
る
と
こ
ろ
、

途
中
は
広
く
な
っ
た
の
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

バ
ス
停
か
ら
交
差
点

の
信
号
の
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
の
部
分

が
若
干
広
く
な
っ
て
、
今
ま
で
草
が

茂
っ
て
車
道
ま
で
出
て
き
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
が
解
消
さ
れ

ま
し
て
、
車
道
の
方
ま
で
寄
ら
な
く

て
済
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

そ
れ
で
危
険
性
は
な

い
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

危
険
性
が
ま
っ
た

く
な
い
の
か
と
言
わ
れ
る
と
危
険
性

は
あ
り
ま
す
。
桜
街
道
の
よ
う
に
歩

道
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
歩
道
の
作
り
方
で
あ
れ
ば
、
危

険
性
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

わ
か
り
ま
し
た
、
も

う
ひ
と
つ
は
、
バ
ス
路
線
の
変
更
が

で
き
な
い
か
、
今
の
バ
ス
停
に
停
め

な
い
で
、
桜
街
道
の
方
に
変
更
し
、

安
全
な
と
こ
ろ
に
降
ろ
し
て
あ
げ
れ

ば
と
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
案
と
し
て

お
聞
き
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
バ
ス
を
子
ど
も
だ
け
専
用

の
、
朝
行
き
便
と
し
て
、
バ
ス
が
桜

街
道
に
来
れ
ば
安
全
か
な
と
い
う
気

も
し
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
検
討

は
な
か
っ
た
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

ま
ず
、
大
任
公

民
館
、
そ
れ
か
ら
、
大
任
交
番
の
前

の
入
り
口
か
ら
入
っ
て
、
役
場
の
南

側
出
口
か
ら
出
て
行
っ
た
ら
ど
う
か

と
い
う
よ
う
な
協
議
も
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
当
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
は
、

今
ま
で
の
バ
ス
停
で
ど
う
に
か
な
ら

な
い
か
と
の
事
で
し
た
。

○
奥
永
委
員　

今
の
バ
ス
停
付
近
の

道
路
を
良
く
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

子
ど
も
達
が
登
校

し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
と
。

○
奥
永
委
員　

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
了
解
す
れ

ば
結
構
で
す
。

○
浦
野
副
町
長　

時
間
の
関
係
、
バ

ス
の
接
続
、
伊
田
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
接
続

と
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
担
当

者
と
の
間
で
、
い
ろ
い
ろ
調
整
な
ど

行
っ
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
米
丸
議
長　

三
月
の
定
例
で
中
高

一
貫
校
の
関
係
で
、
町
長
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

○
永
原
町
長　

県
立
大
学
の
付
属
中

高
一
貫
校
の
件
で
す
ね
。
前
回
、
３

月
議
会
の
時
に
説
明
し
ま
し
た
け

ど
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
、
現

在
、
県
と
、
地
元
田
川
１
市
７
か
町

村
の
実
務
者
協
議
を
教
育
部
局
、
知

事
部
局
と
１
市
７
か
町
村
の
代
表
の

事
務
の
方
と
、
昨
年
の
６
月
か
ら
約

１
年
間
に
亘
っ
て
、
実
務
者
協
議
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
先

日
、
事
務
局
と
本
庁
の
内
村
副
課

長
と
県
庁
で
、
教
育
部
局
に
２
時
間

半
、
知
事
部
局
に
４
時
間
半
、
合
計

７
時
間
。
午
後
２
時
30
分
か
ら
午
後

９
時
30
分
ま
で
、
現
在
の
県
側
の
進

捗
と
詰
め
の
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
我
々
と
し
て
は
12
月
の
県
議
会

に
福
岡
県
立
大
学
の
30
年
度
か
ら
６

年
間
の
次
期
中
期
目
標
に
附
属
の
高

校
、
中
学
を
つ
く
る
と
い
う
内
容
を

盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
立
大
学
を

運
営
す
る
の
は
知
事
部
局
が
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
６
年
間
の
運
営

の
中
で
、
議
会
議
決
を
も
っ
て
６
年

間
の
目
標
を
立
て
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
の
で
、
中
期
目
標
を
こ
の
中
に
入

れ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

県
側
と
し
て
は
前
向
き
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
12
月
議
会
に
お
さ
め
る
た

め
に
は
、
８
月
の
審
査
会
、
外
部
審

査
会
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
に
案
を
出
さ
な
い
と
い
け

な
い
。
問
題
は
そ
の
中
で
現
在
、
田

川
高
校
を
中
高
一
貫
校
と
い
う
こ
と

で
、
１
市
７
か
町
村
の
総
意
の
中
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
田
川
高
校
の
同

窓
会
、
或
い
は
学
校
側
が
難
色
を

示
し
て
い
る
。
県
立
大
学
の
附
属
で

は
、
納
得
で
き
な
い
と
、
国
立
で
あ

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
そ
う
い

う
状
況
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
県

と
し
て
は
地
元
の
田
川
高
校
に
正
式

に
い
っ
た
ら
、
今
年
が
１
０
０
周
年

記
念
で
、
11
月
に
１
０
０
周
年
記
念

式
典
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
後
に
検

討
し
て
、
返
事
を
出
し
た
い
と
の
話

が
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
間
に

合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
12
月
議

会
に
挙
げ
る
た
め
に
は
、
今
、
競
り

合
い
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

副
案
と
い
う
の
が
県
の
方
に
あ
り
ま

し
て
、
田
川
高
校
が
だ
め
な
ら
、
こ

の
方
向
で
と
、
教
育
部
局
は
考
え
て

い
る
ん
で
す
け
ど
、
知
事
部
局
は
あ

く
ま
で
も
、
県
立
大
学
の
冠
が
あ
る

の
で
、
附
属
高
校
と
言
え
ば
、
進
学

校
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
田

川
高
校
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が

あ
る
。

　
し
か
し
、
選
択
肢
の
中
に
田
川
高

校
以
外
の
も
の
は
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
も
、
す
り
合
わ
せ
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
、
水
面
下
で

も
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
の
状

況
の
中
、
我
々
と
し
て
は
12
月
議
会

に
県
立
大
学
の
次
期
中
期
目
標
に
い

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
と
し
て
は
わ

ざ
わ
ざ
そ
こ
に
入
れ
な
く
て
も
、
も

う
少
し
協
議
を
し
て
来
年
入
れ
て
も

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
か
い
う
県

側
の
見
解
も
あ
り
ま
す
し
、そ
こ
は
、

競
り
合
い
を
や
っ
て
い
ま
す
、
そ
う

い
う
事
で
、
ま
だ
中
等
教
育
委
員
会

に
も
報
告
し
て
な
い
ん
で
す
が
、
今

後
、
そ
う
い
う
進
捗
状
況
も
話
し
な

が
ら
、や
り
た
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、

現
在
の
状
況
は
そ
う
い
う
状
況
で
す

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奧
永
委
員　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
跡

地
の
上
屋
根
付
き
多
目
的
ホ
ー
ル

は
、
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

で
き
る
だ
け
早
く

管
理
棟
建
設
に
着
手
し
、
完
成
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
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議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
29
年
９

月
の
予
定
で
す
。

日
程
第
１
～
日
程
第
11

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
６
月
８
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
８

日
午
前
11
時
15
分
か
ら
総
務
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

４
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

 
６
月
８
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
９

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

７
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

議 会 本 会 議
14 日開会（審議経過）

「
全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
」

　

５
月
31
日「
東
京
都
・
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
」に
お
い
て
、
本
町
議
会
議

長
・
副
議
長
・
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
視
察
」

　

６
月
27
日
～
29
日「
宮
城
県
仙
台

市
・
岩
手
県
遠
野
市
、
紫
波
町
」本

町
議
会
議
長
、
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
常
任
・
議
会
運
営
委
員
長
、
副
委

員
長
研
修
会
」

　
７
月
７
日「
福
岡
県
自
治
会
館
」に

て
、
本
町
議
会
常
任
・
議
会
運
営
委
員

長
、
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

３
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
出
産
祝
金

支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

大
任
町
障
害
者
審

査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
37
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
38
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
11
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
29
年
第
３
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

▲７月12日現在、し尿じん芥処理施設建設用の土地を造成している様子（成光）

　
町
議
会
議
長
の
初
盆
参
り
を

自
粛
し
ま
す
。

　

田
川
郡
内
の
町
村
議
会
議
長

で
構
成
す
る
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
で
は
、
公
職
選
挙
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
「
御
仏
前

や
お
供
物
、
お
参
り
は
、
公
職
者

と
親
類
以
外
は
遠
慮
す
る
」
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
今
年
も
例
年
ど
お

り
初
盆
参
り
を
自
粛
致
し
ま
す
。

ま
た
、
中
元
や
暑
中
見
舞
い
な
ど

に
つ
い
て
も
同
様
と
致
し
ま
す
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
町
内
物
故

者
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
任
町
議
会
議
長
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